
P102L変異を有するGSSの臨床疫学的検討

解 説

1. GSS-P102Lの80%近くは九州在住者又は九州出身者であり、九州の中で
も北部と南部に二大集積地がある。

2. GSS-P102Lには典型例と急速進行例があり、後者はMRI上皮質の高信号
が認められる頻度が高い。

3. GSS-P102は、CJD-V180IやsCJDに比べると発症年齢が若く、臨床経過
が長く、小脳症状を呈する頻度が高い。
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